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1．はじめに
　本麟究は，譲著「試道場と神機／蟻（蒙懸島大学

教畜学部論集一社会科学一議第3§号．欝86年〉に

続くもので，特に，柔道や無道の具体的な捲導場

面に神機や神蕪への礼が一般記しはじめたことを．

それらの著書の記遠から瞬らかにしょうとするも

のである．

　その場合，柔道や凝道に関する書籍に神機や神

繭への礼撚記述されるということは，実燦にはも

っとはやくからそういう事実解あって，記述はい

わばその追認，もしくはそれを意識しはじめたこ

とを意狭している。書籍のはたした役割は．不特

定多数の講者に薄して，武道揚とはこういう講造

になってお警，そこでの礼式はこう行わなければ

ならないということを嚢i覚化させる手段の一・つで

あると思われるので，その記述の変化をたどるこ

とは，一一っの文化様式の定着を見る方法として一

定程度の有勃性を持ち得るものといえよう。もち

ろん，これのみで神機や神前への礼が定書する遺

程やその背景を瞬らかにできたとは懇っていない．

あくまでも柔道や鋪道を実践・捲導する人々の意

識下に，神機や神前への礼が定義していく遍程を

書籍の記述から銚めようとしたにすぎず，それを

裏懸けする実談的醗究が不可欠なことはいうまで

もないことである。

　ところで，戦前に農版され・た柔道や麟道書の記

遠から，具捧的な捲導場灘に神機や神前への礼が

もちこまれてくる鋳擬などを瞬らかにしょうとし

ても，この種の書籍は好事家の私家蔽も多く，ま

た戦後の銭遣禁珪捲鐙にともなって廃棄麺分や焼

蟻麺分にされたものも多いため，患籏蔽混を完全

に捲握することは露難である。今馨，体育やスぷ

一ツ書の懲懲i状溌や漸藏究を知る上で，もっとも

震頼のおける木下秀瞬編著匿体資・スぷ一ツ書解

題垂　（不昧堂鐵額，欝欝年）は，麟立馨会纒書館

をはじめと：する全羅の主要な麟書館をくまなく調

査した、とで俘成されたものといわれている麟，そ

れでも．その分類索撰をみると，　横這・総合裁

簿猛に繋点，f柔道頚椎に買2点，「麟道類まに225

点しか掲載され’ていな雛。これ・に薄し，筆者がこ

れまでに駿集（複写も含む〉し得たものを木下の

分類にした麟って配爽すれば，およそゼ武遵・総

合就籍藩は鰺2点，ヂ柔道類雄は2磁点，「無道類雌

は3髄点となる。もちろん，木下の分類視点と一致

しているわけではないが，木下の罫解題講に掲載

されていて筆者未見の書籍は十数懸程度灘1しか

なかったので，奉譲文においては．筆者の叡集し

得た資料から戯道場への神搬設置の経緯を瞬らか

にすることとする、

　なお，弓道に絶する書籍の分析は，弓道書麟流
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　書籍数を表わしている。

難色や故実色の強雛私家版が多く，しかも亜科教

樗となったのが紹秘蘇（欝3嚇年と箆較的遅く，柔

道や麟選に鐘べてその実施率も懸かったので，本

醗究の繋象から除外した．しかし，弓道場への神

機設置も，鼠遊場の場合と執を一にしていたこと

はもちろんのことである．

欝．置道場における神綴設置の背景

　われわれ赫よく家内や私設道場などで見かける

神機濾，仏教の浸透とともに，菩提寺や有縁寺が

大般若経の一部や仁王経蟹巻あるいは’1ン経千巻な

ど，議論した巻数を捜郷に醍つたことにならって，
　　　　　　お　し
攣勢大神宮の御麟も簿訴薦の巻数と称してその数

取警の麻（これを簿蔽様・大購という〉を頒籍す

るよう毒こな馨．これ、を清浄な鰹などに安麗し保存

するようになったのが始ま鯵で，中麗末期鉄案の

ことであるといわれている淫齢。この大神宮獺に

難し，屋内に奉斎され，る神機には，恵魏須・大黒

・濃i神・穏荷など特殊な｛雰｛攣の気多象となる縁起機．

蕉月の歳徳機・年機，盆の精霊櫨・盆搬など，人

聞の生産活動や家庭生活と結びついた実に多くの

種類のものがある．

　人聞の死によって神鋲考えられ，てくるのは，き

わめて轟然である。死者の祭鰺・死霊の崇拝は主

として灘縁者紅麟けられ，近霧紅隷する家族的な

緩しみの感鋳から羅先崇拝とな撃，裾霊の崇拝と

なって神観念の成立を促すようになる齢〉．そこ

で祭られる神は，文字どお解織縁的な氏神．裾究

なる神であったろうと考えられる。しかし，この

離縁集麟が分化独立をく穆返すうち，一定の地域

や粒落との結びつきを強め，ここに燈先の神とし

ての牲縮にかわって，産土鎮守の神の観念掛瞬ら

かとなってくる。つま瞬．購族神は集落の同族集

懸部懸で氏神として現われ，地縁集懸蔀灘で産土

神として現わ齧るのである。仏教はこの織族神の

もつ二つの綴灘，盤先という原理的な藤と産土神

という事実面とを瞬確に分ける機籠をはたした．

それは村という立場で．産土鎮守と痩郷寺に，家
とセ、う立場で，神機と仏糞壷と矩、うように分イと渡4｝

した、この神と仏とは互》・に轡合し合い，神機に

は撃勢神宮をはじめとする神桂の神を箆滲，仏壇

にはかつては搬を設けて時に祭った先燈をと，そ

れぞれを分つ二重集電が長い麗続けられてきたの

である．また，家の神機にいろいろな機籠をもっ

た神が掩られても，それらは家の神として…つに

まとめられ，合襟された。そこでは，擁獲国男も

遠べているように，特定の神に縷執する風はなか

ったようである。

　　其神機の神様は，実は侮様であるかをはっき

　軽と意識して居なかったのである。たダ年の暮

　には攣勢の篠載の札が蔑られ．又土地の氏神社

　からも仰視が鍍静，それを神櫨の中に納めるこ

　とにして駿るから，大方はこの大小講癒の神を

　拝むことになるのであらうと．漠然とさう思っ

　て緩ただけであった。さういふい～撫減なこと

　は宣しくない，たしかに一匡1の宗麟を拝む蓬〉の

　と心得よといった巌な勧説は行はれて居るが，

　それは全く新しい大改良であって・事実は少な
　くとも以前に垂ま無かったことである注欝。

　このように，家の神機には種々の機籠をもった

神々を絶鯵，互いに重複するものがあってもそれ

らは家の神として一つにまとめられ，家を守護す

るものと考えられ，縫方，本尊仏礼拝の塗場であ

った仏壇は，疑問在家のうちに取り入れられ，筏
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拝の憲義を改めて糧先の供養に向けられ，るように

な穆．神・仏が習合し転化した繕簿形態を生み濃

してきたのである．神経の本義をもって擁先崇拝

にあ撃とする説は，その最後の根擁を遠く記・紀

の古伝承に有しているとはいえ．そのことが特に

瞬かな主張として説か齧るようになったのは，つ
ぎに遠べる窮治以降のことであった漁瞬、

　天皇の古代的宗教的権威の復活紅よ弩，中央集

権的な統…蟹家を完成した瞬治致癖は．長い鷺疑

衆の聞にうけつ潜れてきた神仏習合の鑑簿形態を

再縮威し，新羅家への統合理念としてのイデオ馨

ギー的基軸として，攣勢神宮を獲点とする神経舗

度を麟殺した窪得。災皇の短先としての天蕪皇大

神，その鵬として欝勢神宮を置く原灘を瞬らか

にし．　ヂ輿灘入蔑告識3に承されたように．天皇

は，　ヂ天懇皇大神宮様ノ御子孫嶽ニテ，鍵量ノ始

ヨ夢嚢本ノ主ニマシマシ，神療ノ糠穂歪一麓ナト

鐘々ニアルモミナ翼子様ヨ蚕簿ユルシ被遊躾ワケ

ニテ，誠二神サマ欝墾尊ク，一尺ノ地一人ノ民モ

ミナ天子様ノモノニテ，臨本蟹ノ父母ニマシマセ

ハ灘㌧と，生き神さ象，われわれの父母である

と㌢、う惹1識を蟹1衆に定養させようとした磁　これ、が

瞬治政癖のとった神道蟹教秘政策の慧穰であった

のである漉膨。

　しかし，この神道国教化政策は，歌米諸外蟹よ

参のキ婆スト教畜こ駕する麩撫を求める強い要求や，

森轡耗・島地黙露らの展観意見によ静挫新し，つ

いに，ヂ馨教の藝霞保緯の舞達ま（瞬治8年雛丹27

購を発せざるを得なくな瞬，天皇麟の枠内なが

らも儒教の窪蜜を認める方講を示すことになった。

ここ垂こ，神社1は宗教とは燐穆離され，匿舞…道徳的

な崇敬の難象とするギ神琶葬宗教∫を建て蕪とす

る蟹家神道棒灘潜つくられていった．神経祭儀礼

典は瞬治器（綿9§〉年に換発さ魑たヂ教鳶勅語逢

でその精神的裏赫酵を得．麟家道徳の宣籍をなす
ものとして慧駿付けられていった難癖。

　明治37（欝艇）年に勃発した嚢露戦争に勝囃し

たわが霞絃，轡：饗の帝国主義匿に叛し，その地位

にともなう富と軍備を備えるため，よ瞬一屡の富

強政策を逡られることになった．そのため，戦時

財政の急激な膨張によ箏疲弊をきわめていた南町

村財政をたて毒し，馨家の財政的・経済的・人的

基盤を担う青酸郷村に再編し直すことが急務とさ

れた。瞬治38（欝懸／年5薄の地方長富会議を機

に，内務省主導の下に推し進められたダ地方改良

運勧業は，露霜樗の察治の発展，産業の発展のた

めに，毒町醤疑撚一体となって尽力する．そのた

めの精禅的支柱にギ神経」を置いて嚢力更生をは

かる運動であった鮭鱒．民衆の守護神としての神

観念は，羅捧精神発揚のための道徳神へと転化し，

蟹家と辮町村とを一発的紅結ぴっける精神的支猛

に縫還づ捗られ，たのである。

　そこでは，欝本震簾羅有の棒鰹は盗統懸俸たる

ところにあ雛，装本疑族余弊の統一体は家族の叡

感を鉱発したものにほかならない．畿家は最高の

人格存在であ吟，その発達が最高の遷懇である．

その国家に一輔車ある時は．この家族的な鬱結が

できることが遅懇である．事実，臼清・馨露の講

戦争時に示した全馨疑の一致協力・協羅漢勝利を

もたらしたものであ瞬，この爾戦争の雛舞はその

謹鱗でもある。そしてこの縫会纏織を支えている

のはダ裾先崇掩の暴総そのものであると議かれ

た濫鋤。そのことはまた，国疑の襲紅もわぶ羅ぶ

一種特溺の馨ぶらであるような感じをいだかせる

ことにもなった。ここに，神祇の本義は燈先崇拝

にあ静とする説が有力観されるようになっていく

のである。そうした新，瞬治載韓蟹逡〉年6月3

§，藪内威郷橿原神宮宮濁が，寺内陸掘・小松原

文穏に，　宿本金馨大小，各学校に豊穣皇宗の遥

拝漸を新設すること」など5項§にわたる諮鷺案

を縫承渋窮した、この案はただちに採鍛されたわ

けではないが，翌購治43雛鍵麟年におきた大逆

事酵によ警，馨浸教育上にf敬神崇穣3の繰養を

怠ってはならな恥ことを為致者に痛感させる結果

となった轟これが，疹窪治4塁（董§餐）年護月22馨彰こ

暴露崔された地方長富会議における，内務・文部爾

大運よ静発せられた罫敬神崇糧l」による馨疑道徳

統…の講示となってあらわれるのであった漣欝．

そして，これを機に蟹家への忠誠心のあかしとし

て・神経参拝が強麟されていくのである．

　このことは聳然，警察と榛雛不離の諺§孫を保ち

ながら組織を拡大してきた大貸本裟徳会も，串央

鞍徳会や大言本青年懸などと軟を…にした国隻数

麹事業を推進していたのであるから，道徳的教化

の結籔点としての神襯の設置も次第に浸透してい

ったようである。事実，機著ヂ叢遊場と神機｛鋳

（罫前掲書窮Pl戯～壌のに諾したように，警察署の

武道場への神機設置ぶこ轟と一致して紛ることか

らもそのこと潜わかろう。
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欝．戦前の柔道・舞遺書め認違

　　　　　　　　　にみられる置道場と神纒
　絹絵・大至難に鐵蔽された柔選書のうち，i武道

場（もしくはζ道場3〉に聡して一項羅をたてて説

隣しているのは，有馬纏露著罫柔道大意毒　（緯綿

屋書震，再版，igO5年〉都議御である。有馬は，

醗治蔦（鰺8欝年7月賀嚢講遵館に入霧してお参．

当時4段であったので，鍍の見解は嘉納治玉露お

よびその弟子たちの見解とも一致して静たとみて

よかろう．有馬は，　「遊場とは元来仏語にして，

業を積み仏教の奥義を醗究するの場瞬と云ふこと

なり。夫よ警転じて鋼衛，柔衛等の戯芸の練習場

も等しく道場と称し乗れるな警」と，言葉の由

来滋5》を説窮し，その広さや構造紅ついては，ヂ道

場の羅i遜は羽麟となし，場合によ吟一二方は極の

闘とし，竣嫁一尺｛立の高さに枠壕を設け，一段高

き若干坪の場翫を設くるも監督其飽種々の硬科あ

蓼．翳目は六尺高さ位の巌に適宜に窓を設け，凡

て饑く光線潜透太し，又空気が漉達する巌に濫悪

すべし。醸して角立ちたる権の一部が壁溝に露は

るが醜きは亀験の恐あるものな静．畳は床を八通

蓼か九逓む鵜し．表は琉球にて丈夫なるを選みて

付け，其上を糸にて十遜箏よ吟十五遜む位縫ふべ

し」と述べている。また有馬は，欝通俗柔道麟解毒

（岡蠣1屋書鷹，訂鑑7版，欝欝年〉なる本も書い

ておむ．その中に下記のような柔遊場の緩も揚げ

ている。

麩　　鱗1　　　　　　　雛－＿
憲一議霧難桑
　　　　蓊欝鋳’三

馨綴罫艦塁
難難毳毳塗茎
繹鷺隻擬毛互こ∫鴻樵需蕊讐

　　　　図①　柔　道　場

ig87一鍛

　講道館と教線拡張を競っていた帝蟹満載会は，

瞬治鐙年代にはその綾織もととのい，　「道場には

上席と下篇の定めがあって，普通晦って藍懸を麟

範鷹とし，麟籔癬に晦って右を上露左を下露とす

るのであるが，萱麟を止痛とし其反麟の灘を下篇

とするものもある滋§｝」と，鷹次や規律を重んじ

はじめるようになっていった。

　購時に講遊館においても，瞬治蕊（欝捻／年5

月に「柔道修行者心得」を改鉦し，ヂ道場に鐵庸及

び退濤の時は離籍擁に向て敬礼すべきこと灘7／」

を義務づけた．これによ吟，歪面鱗範篶〉への

礼は次第に一般化していくことになる。それ老と

もに学校での礼儀搾法や蔑律も次第にやかまし

くいわれるようにな鯵，　ゼ道場は教室と馨様であ

るから敬虔の念を持たしめねばならぬ。運動場と

隅一擬する撚麹きことあれば霞無規律も観れて，

柔連なるもの～懸値を下げ甚だ面窪くない結果を

乗ずやうになる海亀とか，ヂ礼儀葬法及び諸規

定滋航を挙げて溢意を促す著書も現われてくる．

　1揖　道場に臨む場合は袴を…着けるか亙騒を藩け

　　る事．

　1薪　道場肉垂こあっては醗権する事．

　紛　雑談又は弥次等の震動を懐み薩騒ならざる

　　事。

　繍　遵場内を違警．竣は遊戯等は厳禁する事。

　紛　遂揚の鐵入には必ず道場の入臨こあって疋

　　面に晦って敬礼（座礼を通常とす〉をする事、

　暢　危険物等を持ち這入らぬ事．

　簡　道場内にあっては必ず毘座する事，若し久

　　しきに亘鯵堪へ難き場合は直立する事。鉄坐

　　或は下肢を繭に議し，或は膝を立て物によ吟

　　か玉る等，無作i法の嚢作は一｛勇議禁の事。

　　　　　　　　　　　　　ママ　騒　道場は普通鉦露に肉って左が上座であるが，

　　学校その飽の道場に於て位置の関係土然らざ

　　る蔭もあるから，稽古を行ふ場合には予め饗

　　ひ質すこと。

　｛圭／道場内に於ては繰体とならね事。

　鱗　稽古前には必ず手足の厭を講く隣る事。

　鰍　窓に肇って遵場内を醜き，或は窓に腰を落

　　し或は鐡入するが醜き無体の行為を為さざる

　　事。

　斜道場内は常に清潔に為すべき事。

　麟　類轄なるものと難も喫煙室以外の場辮にて

　　喫煙せざる事．

　瞬　海気を帯び道場に臨まぬ事．
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　しかし，聡治・大証蠣の柔道書には，筆者の管

疑したかぎ撃では，直接神翻や神前への礼を誕達

した書籍は見当らなかった。

　ところ溺，特殊流淑の一事弼として．戯辺春正

著罫女式武道雲（溝水書携．欝欝年〉には，「我が

流に於謬る礼法の涯意」の項で，　葛神前への礼拝

は，言ふもなかなか畏けれども，天皇降下をあ斜

め奉つるの礼拝にこそあるなれ，その敏は．いう

までも無く戴道は露己一身のために綾絹すべきも

のにあらずして，羅家の為に旋駕すべきものな吟。

　　…・一朝変事あるに課し全力を塞ぎて，天皇降

下のために尽し奉るべきものな貌と．神前への

礼のことを記して駆る．この書が筆者の調べたう

ちでもっとも繁い神機記述の事鱗であったが，こ

れを特殊鰭といったのは，この流潔が薙刀・棒・

柔術・鷹合など主に女子の護身術を中心としたも

ので，あま瞬有名な弟子も育っていないこと，し

かも，この渡瀬と属じ礼式を飽の流滋でも採駕し

ている事鰹が発当らないことなどから，この流離

独自の考え方で行った礼式と患われるからであ

る濫鋤．しかし，この漉灘の礼式が直接弛の流離

に影響を与えなくとも，少なくとも，歓会的には

そうした芽がふき鐵してきていたことは認めなく

てはならないであろう。

　こうした背景には，すでに大嚢本武徳会におい

ては，瞬治28（鰺§赫年欝欝25鐵こ聡毒）れた第i羅

漢徳祭以来，演武場の龍綴中央に車仮神殿潅腸」

を設けて大演戯会を実施してお蓼，これ．が穂らか

の影響を及ぼしていると考えられる。事実，この

期の麟道書を繕いてみるとそのことがよくわかる。

鋼えば．大韓本裁徳会串形支部麟道教士小鷺教致

の講遠による塗無道要覧選　（大馨本武徳会繰形支

部，欝欝年〉には，　節遊場に崖て神殿又は上坐に

講ひ礼葺という記達がみられる。ノ圭・鷺は，大費本

武徳会から灘遣されて出形支部の麟道教蔀をして

いた者であることから，神機の設置は，瞬会に関

係の深い道場から始まったのではなかろうか。こ

のことはまた，このころ少部数力渉簿轡で紅i武徳

会形3や「審覇ノ心得」　「演裁者ノ心得」等を説

隣した安藤子勝衛筆験謹選大意毒（嚢舞，年不詳）

にも，F道場二鐵テ神殿又ハ上座二歳ヒ礼ヲナシ釜

と記されていることから，大馨本武徳会から神機

や神前への礼が普及していったことをうかがわせ

るものといえよう濃2ラ。

　武道場での精神修養的灘藩を強調するため，磁

場の鐸法」も柔道と疑じように厳格な作法とな穆，

嘘入には必ず袴を着罵すること」「上長先輩に蠕

しては義儀を厚くすること」　「端坐安坐の磐姿勢

を嶺すべからざることヨ　「高笑雑談等はなすべか

らざること」　ζ落書中は無駄書を云はざること」

薪絶入の技術を擾：評すべからざること漉23㍉，ある

いは，　ヂ鋳具及竹刀ハ鄭重二取擾フベシ渡航と

いった．かつての道場心得や壁書に類した心得が

承されるようになってくる。そうした中で，道場

での礼式の方法を決定づけたのは，大正6（董雛7）

年警月のボ大馨本帝国麟道形」の擁註であった．

縁しハ先ツ歪座（蓋座又ハ神殿〉二両テ敬礼ヲ為

シ注25㌧の撫註によ渉．試道場には神機を置くべ

きものと》・つた観念を纏えつける結果となった。

そして，このことは纏の諸蟹体へもすぐ影響して

いった。飼えば，大豆8　（i傷勢年6得欝§，群

馬集前橋毒に，　「本会ハ武道ノ本髄ヲ修得シ依テ

皇蟹ノ精神ヲ感得シ之ヲ実理スルヲ以テ馨的匪と

して発会した貫蕩会（幹事長新標佐助／は，その

規則第葺条につぎのような条文を掲げている荘脇．

　一、御神勅ヲ始メ’毯：々ノ御詔勅二二表ハレタノレ大

　　騨心ヲ奉体シ常二神仏ヲ拝シ修身喪家以テ皇

　　霞ノ弥栄ヲ観念スルコト（逡昇美化ノ根基ナ

　　夢〉

　二1、三種ノ神器特二草薙ノ御蚕彗ノ表ハレナル刀

　　麟ヲ尊崇シ其飽蔵雛驚異等ヲ尊重スルコト

　三、裁道場ニハ天照大神及ヒ経津主（貫羨神〉

　　建御霊ノニ武神ヲ奉鐙シ実習前後二於テ必ス

　　譲手再拝スルコト　（以下終／

　また，帝蟹嶽裁会の海合黒道著蓼神道扶桑流劃

衛教授書水月之巻勇　（帝国嶽銭会，婚葺年〉には，

舞道場が麟示されてお諺，その串央に神鍛が置か

れていることからも，民潤の麟遵懇体への普及が

推し誕られ、よう．

　警察関係の武道揚は，大舞本鼠徳会の支部・支

断線織と櫓即不離の麗係にあったので．当然．は

やくから神機が持ちこまれてきたことであろう。

神道無念瀧鍍辺昇（大馨本試徳会蕪議員）の弟子

で，各地の警察署で舞振舗籔（のち警複庁錘鑓と

なる／をして》、た堀馨捨次郎滋7／著窪鰯徳教簸馨

　（津毒馨張合，欝鴛年〉には，礼式を護親した項

の中にラ　「神殿ヲ拝ス重という記述があることか

らもそのことが推し誹られよう．さらに．警観痔

において根岸鑑玉露亡きあと主篤麟1籠となった，

中出博道著r無道手引葦・第一輯乏く有儀館本部鐵
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蔽藻，婚23年〉の礼式の項にも，　「禅譲に海って

礼諜という記遠がある．この点は，雛著ゼ撚1道場

と神機／麹拶前携害毒至嘱2～軽／において実証し

たものとも符合するであろう．

　しかし，学校麟道の振導的役麟を撞っていた東

京高等齢範学校の関係者が書き著わしたものには，

神機や神前への礼についての配達越見楽らない．

この点濾，嘉納治五部購校校長の慧海が強く働い

ていたためとみられる。大死雌／i鍵緯年，講授

の総力を結集して高i野甚三郎の名麟で発行した3舞

遂磨（麟遵発行所，欝欝年）には，「古来道場は神

聖なる霊場とせられ，恰も学校の講堂．宗教の祭

壇と異なるなく厳賂なる義儀作法の下に籍道の修

行は行はれた管。鋼道は心身鍛練の這な馨潅28㌧

と，蕎的な修行態度を求めてはいる摂，直接神機

や神羨への礼については記していない．また，高

野の数え子で．大鑑7　（欝欝〉年霧校を卒業した

金子逓次は，縷ll道学ll（聚英閣，欝24年〉におい

て．「舞遵設備論」なる糎を設けて，「舞道場の必

要」「舞道場の面積3塗ll道場権造上の注意建騰」

「麟道場の周鑓涯などを，6頁にわたって議醸し

ているが神纒の設置は認めていない．この中で「麟

道場講造、鉱の違憲ゴの項には，以下の7点の留意

事項が記されている。

　A　道場は葺i燥な麩1を選ぶこと。道嚢各の近くな

　　らば道驚の爵綴がよい．

　β　床板1ま最も上等の勃を絹ひ・厚さ少くとも

　　…噛以上で輻七・八寸であること。杉が最も

　　よい．

　なけれ，ばならぬ。

　（中　略）

　一　通しの夷太と土台と根太

　　を離すのは旅面に弾性をつ

　　けるためである．　「スプ婆

　　ング並は破撰し易い．

　二　床麟に淡して鉦を鐵して

　　はなら轟。

　三　床板の耀五寸以下及び潭

　　さ一寸以下の駿1はよくない。

　蕊に三角形の木を張って其の

　角をうづめるぶよい。

　3　採光は十分で蒲かも舞光の

　直羨しないこと。

C　葵…極を張るには特に溢意し

D　床板とノ、メ極となす角はこ

　F　空気の漉遜を最も盛にすること。それには

　　天寿を高くし，空気敏きを作際，時によって

　　は施騰器を備へること。

　G　床飯高くし，嶽棲の周雛妾こ無懇窓を設け，

　　騰のある時は一方の窓と其の反鰐の窓を麗放

　　して床藪の獲埃を吹き去る設備をすること。

　これを，縄灘患雄著『麟道の選譲と実燦盛　（穴

盤館，露38年）に記されている　「遅想的道場の設

備3と雄べてみると，練板は「椿鍔手違1の方法

で強吟，飯醸に鉦を縫縮しないことなど共通点も

多いが，大嚢本義徳会武道奪鍔学校の卒業生であ

る縄懇は，道場に神機を設けることを奨励してい

る．また、蕨板には鱗木訟が簸も宣しく，桧ぶ

之に亜」ぎ，　罫杉材の熱く水嚢の立ち易いのは感

心鐵来ず盛としている点は，金子と異なる発解を

示している．これ縁，鐸生省鉢力轟編畢武道場及

体育館虐　（欝39年／がゼ鰯道場の露ま実欝上灘さ

…寸鉄一鉦の杉張りが良い藩とする難解をとってい

るのとも違っている・さら善こまた，縄霧は「藤下

に壷を埋」ておくことを奨めているが，金子はこ

の点については一言も触れていない．

　ところで，武道場（舞道場〉の床下に壷や甕を入

れるようになったのは，態舞台洗講の響きをよく

するための床拵えに倣ったものである．　糞御宮大

二五と釜は軽でなき，幾1舞台大工と鼠は鋳…でなく」

といわれたように，壷やかめのと撃つけは．舞台

大工にとっては穣転の工法とされてきた。これが

いつごろから武道場にもと瞬入れられたのかはよ

くわからないが，少なくとも，江戸時代率難ころ
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よむ盛んとなった竹フ3打込稽古法の普及とともに

であろうと推察される。新しいところの弼では，

甥治盤（i鍵⑫年に建てられた東京高等麟範学校

の鋼道場は，味下にバネを入れ．又舞金で甕を串

るす．甕は斜に地面とすれ，すれ濠こなってみる漆3茎㌧

し．大奮元年に落成した警撹庁の演戯場も，　味

下には十二懇の甕を埋め灘2㌧ている、鎌面積の

舷大とともに，鎌面を一校藪のように弾ませるた

め，スプ夢ングも縫われるようになってきた。し

かし，これについては，講者ともに賛成する意見

を遠べていない。

　曝隷（戦前擬〉になると．柔道書にも大きな変

種1がみられるようになる。竹欝浅次鄭著～柔道手

びき盧（近代文芸縫，謄29年1は，「道場及び礼儀」

の項において．　「先づ道場に入る時も，又趨る時

に於ても．鶴舞なる時と難も必ず入織こ於て五塵

（神窪／に講って蒐をするのである、縦令，神が

祭ってなくとも，藩籬が座に屡なくとも，本技を

行ふ神聖なる道場に鰐する敬虔の念から是を行ふ

のである3と，管見したかぎ参の柔道書では秘め

て「神座」という言葉が畿てくる。また，隔年豊

春された金曳英吉躯薯ぎ現代柔道と修練法違　（淳

腰書貌，欝謄年〉の「道場」の項にも，ヂ（道場の／

離藷は旅を舞けて神殿とし，上瘍，下鷺を設けて

不敬にならねやうに秩序あるやうにつくるのであ

る」と記されてレ・る・さらに・永吉喜轟著r綜合

柔道議（嚢粥，婚3§年〉には，「道場には鹿島の神

と香取の神とを奉裡して有る」とし，　「普通黄道

の神として奉擢しますのは鹿島の神である。鹿島

の神の武威に就きましては識訪の神との力箆べを

前遠した通穆である。……其の外に桓武天皇を奉

絶することもある。天皇は平安に遷都されてから

禁麺嚢裁徳澱を御造営金馨の武道家を撫集めにな

り毎年銭遣大会を御催しなさったからである≦と

記してある。　「桓武天皇を奉和する∫といった配

達からは，瞬らかに平安神宮境内に造営された威

徳殿との閣係が示駿されてこよう。

　嘉納の弟子でもあるが，当縛すでに戯遺事醗学

校生経教授となっていた磯員一注鋤は，教え子栗

原民雄との共著雪“大β奉柔道教典護（冨山霧，轡32

年）において，　ダ道場には，、1二鷺と下露との鐵を

設け，上席の祭壇には武神を安麗し≦と遠べてい

るように，柔遊場1こも次第に神機を設置するよう

になってきたことを記している。そのあた馨のこ

とは，松岡辰三雑著磁石諏の柔道誰（博文餓，193§

年〉をみればよくわかる。　ヂこれ，まで私が指導し

た多くめ道場には神を祭妃した霧は少なかったが，

最近に至って道場には神を禁篭することの意義深

きを感ずるに至った．祭人の彎入なるかに就いて

は，敢て論ずるところではない。私の考へる神は，

完全無欠の人格を具へたものを意瞭する．道場は

簸る神の盤葬であるといふ愚昧葦こおいて，遊場に

神を祭絶することの意義深きをみとむるにいたっ

たのである」という表現で書き諾している。

　嘉納治玉藻が書いたといわれる曜一の柔道書鍔柔

道教本・上巻護　（三省堂．欝綴年〉において，嘉

納が「道場は講義や問答の為に罵ひることもある

が，主として窺取・形・試合などの為に罵ひるの

であるから，麟畳を敷きつめた広閣を遙当とする．

　・又道場内は鐵来るだけ清潔にし．精神の修養

勝として厳欝で神聖なる空気を維持することに努

むべきである3と，神機のことには触れずにさら

鯵と流した文章にも，次第に風蜜りが強くなって

いったろうことが想像される．

　そうした擁，昭秘欝（聾35〉年i2篶，嘉納治玉

鰹宛に購子経雄よ雛，講道館1こ神機を設置するよ

う求める「建白書瀧34㍉が届酔た．この時嘉i納は，

「懸者は，雛iに書いたものにも発表し駿る様に，

皇室を尊崇し，簿勢の宗麟の如き神を敬ぶもの紅

繰へ共，湧謂宗教には鑑鯵なく，鰹人ぶ欝擁する

は莫人鑓意，宗教は慶往に於て量に益をなしたる

場合多く，将来も益をなし得べきものと考へ罵り

躾へ共，宗教は各々靖宣して屡穆，饗に政癖も，

学校で宗教を教へる事を禁じ居る嫌な欧第，繊芥

諸浅に於ても，学校に於て宗教を教へざる事に傾

き居馨躾様の実状，纒人な吟載る懸韓が，侮かの

宗教を尊崇する事．穂等差支無之く，講道館の醜

き全人類の中心機縫を以て任じて縁る大教蕎場に

於ては，成るべく婦宣して懸る宗教から響け離れ

籍るを適当と認め繧i濃5㍉　（鴛月22鬱結〉という

遺事を送った。しかし，それからi年程の間紅ど

のような心境の変化が起ったのかはわからないが，

贈融鴛（欝37）年i月憩馨の鏡舗式において，遂場

内貴賓庸に神殿を掩つたことを公表している鰯〉，

それ、は，畷秘欝（欝3鯨年に行われたF国棒鱗鐵」

の淡議以来，天皇や蟹体を雛にとった非合遽な要

求がまか鯵通穆，それが撲論を議勧して暴力的な

威力となって講遵館にも邉ってきたためであろう

と思われる．醗に，　「皇紀神柔道ヨを標榜して，

醗和鴛（欝37）年3月慧鎌こ発会した全讐本柔道
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会溢鱒（会長穰葉太鶴〉など，膚翼覆緯主義柔道

曝捧は，発会以前からも再々にわたって講遂館に

底力をかけてきている。こうなっては，さすがの

嘉納もそれを羅丘できなかったのではなかろうか．

それでも嘉納の髄近たちは，自己の書く書籍に神

機のことを書かないことで，侮かこうした風潮に

抵航しているようにもみえる淫搬。しかし，講道

館という大きな牙城が繰れたことによ蓉，柔道場

にもf必ず裁神を榔鎮座すべきが常識である泌乳

（・醸筆者）といわれる状濁にまでなってしまっ

た、その常識がまさに昭麟鴛（鰺37〉年につくら

れたのである、

　また，躍藤（戦前期〉の麟道書についてみると，

「道場には就の橿神たる経津主神，武甕鎚神解お

はしますのであるから麹㍉とか，　ギ歪醸こは神

殿を安置しこ轟を上座とし註鱒」といった書き方

は，むしろ常識化する。それでも高野鑑三躯は，

牢等学校において柔道・麟遵が必修化した昭秘6

（欝謎〉年，その教授参考書として書いた険ll遜

教本・上下巻諜　（三省堂，懲経年）においては，

「昔から道場は神殿・祭壇又は学校の講堂のやう

に神聖な場翫とさ蕊て居た・そして麟道の修行は

厳格な礼儀搾法の下に行われて来た．麟道

は心身鍛練の遵である」といった，神機設

置の瞬記を避けるような表現で記している．

しかし，この期になると東京高等麟範学校

の卒業生の中にも，　ヂ入場・邊場の繰の敬

菟は，一…直立不動の姿勢で神前に晦って

上弊を僅かに傾ける滋翫とか，　「鐵入の

際に当っては駆念を払った敬礼を必ず神蕪

に捧げることになって居ます灘3㌧といっ

た表現にかわってくる。そこには，隣じ学

校の卒業生であっても，嘉納が属校を去っ

た（大正9年i趨麓嚢依纐免職／のちは，

柔道よ拳も麟道麗孫者の方が，意識の、とに

おいてもいちはやく神機設置に踏み隣った

ことを示すものといえよう．

　こうなると，道場内での上下の席次がこ

とのほかやかましくなる．鰭次は，豊中を

上綻とし，左を次とし，右を其の次とする。

その場合，神殿を主としてこ蕊をいうので

あるから，嚢己の左右とは反対の位置にな

る。神殿が左あるいは右看こ偏した場合，盃

中もそれにつれて左あるいは右に纏するも

のである。また，広荻による鷹次は，神前

に遍い綻置を上綻とし，遠シ・位置を下弦とする。

したがって，神殿に講って篠一夢彗に壷んだ場合は，

盃中を上位とし，左藤を次とし，右藪はこれに次

ぐものである。つぎに，神殿に陶って壷行に坐し

た場合，神殿を己の右にして正中に聾している塵

を左郷といって上綻とし，神殿を己の左にして盃

中に藤している痙を虚籔といって・その次に位す

る饒麗である。さらに，遠近とは，神殿との距離

の遠逝をいったので．神殿よ吟遠い董中の位置は，

神殿よ吟遊い左右癒よ善も下位となる漉鎗。ここ

に麟示した席次は，永吉喜島著『綜合柔道匪　（前

掲〉に示された柔道の庸次とは異なるものである・

永吉は，神機に繋する遠近によって上・ぞの区懸

をっ酵．左・右は遜等としているが，ここでは，

宮中の五塵の庸次に徽って左灘上位と区慰してい

ることに注意する必要がある。

　昭秘鎗年代以降は，難中戦争の拡大激化ととも

に，舞遵に寄せる難待は大いに高ま鯵，鋪道嘉の

誕達も神がか鯵の度を増していった。　蓄積が麟は

神国であ諺，我々搭奉じてをるところの武道はこ

の神蟹を麗いたところの神から伝わったからであ

る．我々が道場に於いて裁を講ずるということは，

麟③　鋳道場の癒次
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とりもなおさずこの神意を内1こ体して行うところ

の修業であって，乃ち云い換へれば，神4〉意志に

鍵って轟くことである滋5㌧と説かれるようにな

る。さらに，道場観念を学校全体にまで拡げ，「こ

れまでの体育室や体操場は今や俸錬遣場（酷して

体練場〉と改称され，運動霧も亦その意駿に於い

て渥外体練道場（略して盤外体練場〉と考え甕さ」

なければならないと，　夢高められた道場観」の主
張iもなされ，るようになる漢蕊》。

　以上みてきたように，武道場への神機設置は・

柔道場よ讐も麟道場，学校よ馨も大嚢本武徳会お

よび警察署の藏道場から普及していったことがわ

かろう。麟道場の場合は比較的はやく，普授率も

高かったが，それでも裳道場に神機があってあた

瞬まえ3となるのは，大董後半嬬から曙秘褥期に

かけてであ警，柔道場では，少なくとも紹趣欝年
代にならないとそうした釈浅には翌らなかった滋7｝．

それも，淡っして宗教的鱈｛毒心の発展から普及し

たものではなく，国家の思懸善導策として，莱皇

麟イデオ獄ギー注入の道徳的シンぷルとしてもち

こまれてきたものなのである。次項において違べ

る「神前への礼3も，各人の嚢磁意志から行われ

たものではなく，鑛家（天皇／への道徳的忠誠心

の轟として強要されたものであったのもその意秣

からすれば轟然であった。

欝．戦前の柔遵・麹道書の記遠

　　　　　　　　　　にみられる武道の礼式

　武道の礼式をみる場合，学校儀式の確立遍程を

無縫することはできないであろう。

　ところで，近轡：藩校教官は．人瞬形成の最高§

擦を儒教におき，篶教的道徳的な人聞の形絞を馨

ざすものであったから，多くの藩校学舎内には墾

堂が設けられていた。聖堂のない藩校においては，

学舎内の適当な場藪にこれに代るべき施設をもち，

そこに孔子を奉察していた．そこでは，　「毅葵屡

とよぱ蕊る儀式が，春執あるいはいずれかの時難

に行われていた注鍛．

　維新後，墨平学校・辮域藪・医学醒の三校を総

合して大学校を設置し，蟹学の講究を主とする体

麟をつく鞍上げた維新政癖は，絹治2（盤6§〉年

8月，孔子にかわって皇神大神（天照大神／を学

神とする学神祭を挙行した滋§〉。この学神祭は，

漢学灘と国学諏のはげしい争いを生じ，ついに，

翌絹絵3　（欝驚）年7月，大学本校の醗鎖によ静

その結養越はかられた。しかし．これは結果的紅

は，学校から験嚢の儀式を追敏し，毅震のもって

いた民衆教化的役割を，国家神道及び皇室にかか

わる祝祭嚢とその儀式に肩溺わ吟させる方陶に道

を饑いた塗鋤。また，寺小屋における行事として

広く行われていた天神講や七夕祭，あるいは疑翼

習俗となっていた五緒供など，民衆生活とも深い

つなが蓼をもった行事は，瞬治6（綿73／年臆病

i顔，太敬官需告第3襲号をもって国家祝祭舞が

定められた課，そこからはずされ，皇室にかかわ

る親祭馨のみが露家の視薬嚢と定められたのであ

る瀧鋤．この祝祭馨は，瞬治維新によ鯵成立した

叉皇麟覆家の支醜体麟を蓬続・宣揚し，馨家への

続合意識を瞥培す’るという観点から策定されたも

のであった漸2／。

　そして，親祭識こおける儀式は，瞬治23（聡繋）

年欝鐸鵠馨に発奮された「教鳶二麗スル勅語葺に

よ警，全蟹的定式化への契機を生み毯し，翌覇濤

蟹（露彊）年6層翻馨に公奮された「小学校椀舞

大祭嚢儀式燦程』によって，その確立をみるので

ある。また，勅語発奮の前後に盛んに下賎された

「簿真影」は，勅語の聖篶徹底のための後ろ癒と

しての意練をもつに至った波鋤。

　試道の筏式が確立するのも，こうした学校儀式

の礼式溺確立した後，それも，饗露戦争後のこと

であった。

　古流柔簿の礼式が麹備なる形式のものであった

のかは，残念ながらよくわからない。しかし，少

なくとも幕末から窮治親こかけては，直立姿勢か

らヂ静カニ腰ヲ下ゲ左膝ヲ麟ニシ右膝ヲ後ニシテ

横身トナ肇，右膝頭ヲ畳二段ケテ風立テ鍾ヲ駐門

ノ鑑二盛テ，左膝ハ畳二村ケズ，下腹部ヲ張賛鐵

シ右手ニテ睾尭ヲ軽ク擁へ，左手ヲ左膝ノ外綴二

醤ケ顔ハ敵二講滋4㌧けた姿勢からの黙礼が主体

ではなかったかと思われる。これを本式の礼，あ

まいは型の礼と縛んでいるのに鰐し，「《爾〉足ヲ

承立テ両膝ヲ屈シ両手ヲ畳二突キ．と体ヲ前二下

ゲ漣灘」た翫捕の礼や，帝羅尚裁会が採絹した，

「静に腰を下し両膝を瞬き，踵を証懇の纒に当て，

膝を中途に置き，下腹部を張蓼饑し，請手を膝頭

の上に軽く据え，顔を敵に晦け淫総㍉た姿勢よ穆

の礼，いわゆる櫓獲の力士が，鱒鋸して行う「姦

建礼まと講じ仕合の礼などがあ鞍，流離によって

は多少の違いもあった．

　講道館においては，すでに富士見町時代（絹絵
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欝～22年）の稽古勝景嚢鄭了｝（菱蟹春草筆〉に鼠

捕の風解描かれているので，当初よ吟この礼式を

採稽していたようである．その後この礼式は，瞬

結3蟹欝§窃年譜道館と大露本裁総会との賜にヂ鼠

捕の形唾3｛｝本の合意がなされ，た舞寺．正式の礼式と

し～採罵されたので，溝膝をついて承立てた姿勢

よ鯵の礼（座礼／が次第に一般化していった浮織．

轡㊥　柔道の視・坐視

　ここで翼題となるのは，今疑いうように，起居

に際しヂ左坐右趨まを瞬示している柔道書が，わ

ずかに替羅浅欧露著罫柔道一試合の業掛る時機一

教典譲（羅部文貴堂，3蔽，欝数年）に，「礼が終

って立つ時は右建を少しく前に踏み鐵して膝立ち

で立上る様にし，両建を一度に踏んで，殊に強く

踏みつけて立上る嫌なことをしては礼を失するか

ら淡して行ってはならない」と記されているもの

と，石窯敬七著罫柔道・其の本質と方法壌　（経文

縫，重蔽，欝認年）に，不褻の姿勢よ鯵坐する方

法として，　「不動ノ姿勢3蓼藍坐スルニハ，先ヅ

左足ヲ其ノ厭先が右鍾ノ線二至ル鎧二選キ，上体

ヲ徐灘二下冒シ足先ハ承立テツ、左膝ヲツキ次二

右建ヲ邊キ建売ハ爪立テツ、左建ト揃ヘテ膝ヲツ

キ講是ノ承先ヲ坤バシテ建ノ霧指ト親指トノミヲ

重ネ鳩尾ヲ落シ脊椎ヲ糞直二落チ材ケテ五坐ス≦，

また，董坐より立ち上がる動作として，　影壁坐ヨ

夢立上ルニハ，先ヅ上体ヲ浮カシ講足ヲ筆立テ、

立上ノレ準備ヲナシ，次二坐ノレトキト反鰐二右膝ヲ

立テ，其ノ足二重ミヲ託スノレ気重寺ニテ立皿と婆ツ、

左建ヲ右足二揃フゴと記され・ているものの2羅し

かな》・ことである．石黒の著書は，昭牽鑓5雛g・襲｝〉

年8層i蒙，講遵館と大舞本裁徳会との聞で合意

されたヂ礼法註講まの条文をそのまま掲げたもの

であり，それ以前の著書には，礼を終えて立ち上

がる時には，雨足そろえたまま，あるいは「右足

又は左足よ辱趨つ漣細」と，どちらの是からでも

よいように書かれ，ているので．　軒左坐窟起窪の方

法溝柔道の礼式として定着するのは，この合意以

降のことであったといえよう。
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　しかも，鼠捕の場合でも熱立てない藍坐法から

礼をする礼式ぶ定養するのは，戦後のことであ

る濃紺。添遜褻亮箸『写真解議柔道人絹壌　（文教

堂鐵懸，ig磐年）に記され、た，　ボ蔓三生起立の仕方藁

の説鰍ヂ不動の姿勢から藍坐するのは，先ず左足

を右建の鍾の線迄下げ，蕊膝をつき次で右膝をつ

き，厭立てた講足を締して，羅は鹸方を溢醜いた

します．このとき足の幾捲と親捲とだけ重ね，露

膝の闘は約二握明主にして，上伸を落養け，溝手

は体に透く薦毅の上に，詣先をやy内糖に肉酵て

置きます．………起立する場合には正坐の瀬と反

対の筋道を還ればよいのであ馨ます。露ち先づ講

承先を起して立上る準備をし，右膝を立て次で左

膝を立て，発の位置に立ちます」／は．そのもっと

も畢い時期のものである．それをみても，昭零賊5

（欝韓〉年に合意されたヂ礼法」の骨子が，戦後

もそのまま受け継解れ，今慰こまで及んでいるこ

とがわかろう。

　さらに，柔選書に紅立礼」が鐵てくるのは，村

上都夫著匿乱捕の形（柔道叢書賑（柔道会，欝盛

年／が最初のようである．そこでは，　ゼ立礼は轟

然本体に立って気を静め，心に蒸曝の意あって，

上体が轟然に糞繍こ繧くのである。其の頷ける度合

は約三十壌：である。馨は継手に注聾するのではな

くて，自然本体に立って駿た姿勢のま～繭に繧謬

るのである．これは柔の形などの時に稽いる3と

遽べられてお蓼，圭捧を傾ける角穫鵠護は，鹸達

した昭牽鑓5年の「礼法強蚕こより，麟道と講じく「最1

敬礼1と　『敬礼達とに分けられ、るまで続いた。中

には．　「著者は柔遠穫古の蝶季こ於捗る慶祝を廃し

立礼を行わしむる事を勧皆するものであるコと説

く者もお鯵，競技化・蟹嶽化の進展にともなって，

次第に「立礼ま優鍾になっていったことがわかろ

う．また，葦選三豊で塁ま章くカ〉ら説青玉れた三籔の零し（神

繭への率い麟への義・購輩への礼／については，

この立礼の普及とともに浸透していき，紹秘密年

代にはそれを解議した著書もあらわれた錨2）．し

かし，これは飼遵の礼式を援締したものであって，

柔道の礼式としても行われるようになるのは．蕪

遠した昭秘欝年の「義法」以鋒のことであった・

この点からも，柔道の神前への礼が一般化するの

は，昭藤欝年代に入ってからであったことが裏付

けられよう。

　これに薄し，鋼道の礼式を述べた文献も極めて

少なく，単独の著書では，堀鑑平著陰縫礼儀考崖
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（無道考古餓，嬉戯年〉くらいしかない．そこで

堀は，　「徳輝初鶏迄は，試合に礼儀杯なく，中難

以降から行われたらしい．文蹴では今の麺，漸く

嘉永に至ってこ蕊を見る差こと熱できると逮べて

いる。嘉永年間縫8遵蓼～i85遵〉をこ書き著わされた

礼式を示した文献というのは，後透する窪舞清音

の馨無法試合継垂のことかここでは定かでないが，

いず蕊にしても饗産各古瀧ぶ行っている義式は，

江戸時代準婚以降，しかもかな陰幕末に遍いころ

になってようやく露寒ってきたものであったろう

と思われる．それも，身分縫会にお謬る下級者が

上縁考を待つ姿勢として広く一般化していた鱒鋸

姿勢を，籔接的には力士が土俵圭で鱒羅し，捲建

礼を行うことを参考として，懿徳の礼式としたも

のと懇、われる．

　　受太刀の者二振の太刀を詩繊，其場辮を見誹

　ひ，娃太刀の太刀を置に，窮先をおの蕊がかた

　えむけて表の形と違ひ，こ度はたてに置，しか

　しておのれが太刀を持，前に置ところの太刀と

　壼露をへだてて請しくたてに置ひかへて，其時

　仕太刀其太刀の居ある繭に至り，ひさまづき，

　受太刀をたしかに見て，右の手して太刀の極を

　取，薦へよせ，左の手をそゆる，銚とき受太刀

　も無しく締を取を見て，廷太刀立．と珍，太刀を

　鋳たる豪鴎こさげて，揚を燐へたつる事．其辮

　によ箏透くは三足，遠くは五建さか琴て一足に

　立て，受太刀を見て有べし。しかしてよ鞍，受

　太刀よ参鍾か畠ナ来る事習ひなり。末皆講じ。略

　てしるさす・おしはか鞭て知へし漣鋤・

　こうした鱒鋸礼の形式は，江戸時代中鶏に発生

し現在も多くの伝承者ぶお警実発することのでき

る，直心影流や詫辰一刀流などの新漬灘の義式と

ほ藪一致している。そして，このゼぴざまづく葺

ということが，受太刀紅韓する礼であるとともに，

待つ姿勢としても大きな意味をもってレ・たのであ

る．幕末蟻紅ほぼ霧まった鱒鋸礼の仕方は，その

後絹絵期へと受け継がれ，中でも，瞬治6（鴛73／

年に始められた撃麟興行は．小屋掛雑の簾式など

穣撲興行をそっく瞬まねているので，それが漂馨

で椿摸式の鱒鋸純をよ警定養させたとも考えられ
る鵡4）。

　その後，瞬治鱒年代までに鐵蔽された麟道書に

は，搬鐸鱈玉藻著髪撃麟港南選　（馨講，鴛84年／

に，　「芸礼ハ総テ右ヲ上婁トス。敏二先輩ヲ右二

立ツルハ勿譲下輩ト難モー応ハ右坐二譲讐，坐定

ツテ後互二礼ヲ行と蒲後立合フヘシ」と書かれて

いる。また，来緯稔著髪撃麟柔術指南壽　（聚栄堂

大鱗屋書癖，鰺97年〉には，　「簸て道具を藩毅終

彗篤の上下を譲夢合ひ瘤定まるや，互に替刃を麟

に置き恭しく一礼をなし，然る後互に替刃を下よ

警手に取静て，立合う時は『ヤ一籌の掛声にて試

合を始むるものとす」と書かれている。さらに，

平燐一太躯著野柔衝撃舞攣学滋藤馨文霊堂，欝98

年〉には，　ヂ愈々仕合ひにな箏ます羨の礼儀は，

双方共に替刃を麟に置き容姿も歪し一鈍いたしま

して．互に醗み合ひ竹刀を右手に持ち立てまして

建は承先だ酵でシヤガミまして，一声の掛声と其

に立ち上が警衛を行ふのであ拳ます」と書かれて

いる．この著書には韓絵として次のような舞ぶ添

イ寸されてお穆，この頃までは麟道の礼式も幕末以

来の繕鋸礼であったこどがわかる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　幸

…
．
箋

欝
欝
糊

　墨　ゆ、餐

蜘“

灘⑤　錘遵の菟・鱒鋸筏

　これに帰し．馨清戦争に憲兵嫁長として鐵笹し，

衰らの戦場捧験をもとにして振気流錨術を編み鐵

した縷元実道は，　ヂ麟士は，替刃を左腰へ提酵，

登場舞へ爾名壷宣して，首長へ淫馨し最敬義を行

ひ，篤して上綴たる者，書癡へ背を向けさる織に，

転遷しつ～跡追吟し，首痙の左方へ就き，綾我九

尺以．とを離て㌧根薄し，互に気を入れ，鰻を敵の

膿に漉き，徐かに鍵尊露し，懸盤蓑をつき，爾鍾を合

せ，両膝を左右へ披らき，互に鐸鈍して，震合の

法に依鯵，薦片手にて替刃を掻き濃し．確々刀尖

を地に垂れ，左手も添へて，直ちに立ち合ふへ
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し涯硲」と，首長に嬉する「最敬礼」と鍵刀姿勢

から始まる礼式を採濡している。これは，濃元が

憲兵であったことからも，陸軍の室内礼式を援濡

したものであったといえよう。

　このころまた，軍人以外にも学校での無徳教授

に適する礼式として，提刀から始める躇鋸礼を提

曝した考がいた．舞えば，窟蔀瘍立縞籠学校や講

第三串学校で鋸徳教麟をしていた直替宗次躯は，

「麟法教授書盛（濤鷺．ig§5年〉の準で，「仕度調

ひたるときは，左の手に哲1刀の鍔燦を握箸左の舞要

の麺に刀を帯ひたる麺くなし，静に少し歩み鐵て

掃手者を待つへし．………鮭罐建て互に講ふとき

は，替7ヌ3濾1左の腰に左の手に握セ｝たる侭，鋸む膝

を赫くにあらす，右の手1ま右の膝頭に置き少し頭

を下て礼を為し，然して右の手にて哲刀の極鍔豫

を握蓼刀を抜く撫く竹刀を議へ鐵し，左の手にて

竹刀の極頭を持ち敵の動作を見合せ，椿巽に立ち

上蓼檎へたるときは必ず声を擦るへしユと遠べて

いる。

　しかし，この購鋸礼の形式をゼ立礼一一鱒鋸婆

と改めたのは，瞬絵齢（欝総〉年の「大饗本裁徳

会麟定舞衛形まにおいてであった。この無徳影で

は，ヂ岬乙〉場に臨むや，互に刀を左手に提げ（刃

を上にし鍔際を握る）右手を垂下し，籬豆霞然の

体勢にて銀を敵嬢に潅ぎ，気を充て見八歩の距離

を以て穏薄し，互に軽く黙礼す．藤して双方右足

よ管徐々に薦進し，聞合（約五尺〉に接近したる

とき，刀を敏きつつ鱒鋸し互に刀尖を接す濾緬海

と説覇され，提刀立礼一一…鼓刀鱒鋸一立ち合い

　　納男舞鋸一提刀立礼の形式紅統一したこと

を寵している．ここに試合灘始縛めゼ灘鋸塞は，

礼式なのか待ち姿勢なのかの議論を惹越すること

になった。少なくともこの時点以降の鱒鋸は，礼

式ではなくなったことを認識しなければならない

であろう。ところが，一見無意練な儀式のように

みえる鱒鋸も，もっとも安定した運動の原、薫を，

低い姿勢に置く韓本文化の伝統姓を再認識したな

らば，文姥の基本的な枠懇を決定する鐸本人の心

性という面から捨て去ってはならない儀式のよう

でもある。根手と立ち合う醸の待つ姿勢は，相手

との鰐鋳の仕方，聞合や身購えへと発展し，無道

という運動文乾の基本的な枠緯を決定する重要な

要素であるともいえよう．

　これ以後，試合や繕言時の礼は，この麟衛形の

礼式に準じて行われた。誘掲の小雛教敢述強奪道

玉懸7一玉！

要覧謳には．　ヂ道場に鐵て神殿又は上坐に晦ひ礼

を為し」と，神鋳への義のことを記しているが，

お互いの礼式は舞術形とまったく講じであった．

　護る後橋手の方と最ひ合ひ，双方互に羅礼を為

　して中央に進み，穏互の聞凡そ二閥程の建霞を

　取瞬．根共に膝を新軽極手の顔舞に注擬し，刀

　の極の鍔際を右手に握む，左手を輔頭に持ち添

　へ，前に饑し水軍に構へ，置く立上吟試合に懸

　るへし．議して試合終警たる時は前と属しく中

　央に膝を摂静，又刀を左手に持替へて立ち上参，

　後へ沸き繭羅礼したる場藪にて又蓑礼を為し，

　後へ下陰蕪の嫁く，神殿又は上座に講ひ礼を為

　したる後控鷹畢こ着く薄し溢驚．

　さて，ここで難題としなけれ・ぱならないのは，

罫神前への礼窪のことが書き著わされたことにと

もない，ヂ玉簾の礼（神前への礼・麟への礼・麟

輩べの礼〉重ということ誤いい始められたことであ

る。このことを景教藁こい》・鐵したのは，大嚢本擦1

徳会鋪道主懸内藤高治である．内藤は「麟道講習

法（其二〉3と題する講義において．　「我羅の舞妓

を講習するには其の講書場なる道場には必ず戯の

石神を斎き祭鯵て講試の本義を瞬かにし道場の神

聖を保つ驚き筈なればな雛．勝講試の縷神と韓1武

甕絶命，経緯主命の二柱の神にして髭の二禅を祭

るは古来よ験の式法にして鄭ち道場三籔の礼ある

醒以な鯵。玉籤とは一考裁の羅神に講ずるの礼，

二者麟に録するの礼，三者生徒根互闘の社是な

り涯総ろと遠ぺてお鯵，これが三籔の礼について

遠べられた最祷であろう。ところが，内藤はすで

に瞬治4§（i鋳7）年6月から大馨本籖徳会の機麗

誌屠威徳誌讃に，今鐡の講義の骨子ともいえる紅無

道擁歩淫細」と題する講義を行っている。そこで

は，「登場」「礼ぷの二項とも神機のことや三籔の

礼のことについては韓も触れていない・それがわ

ずか5年程のちには，瞬じ大韓本裁徳会の機幾誌

に・神棚や三籔の礼のことを講義しているという

ことは，地方敢良運動と執を一にした侮か大きな

変イヒがこの閣に趨ったことをうかがわせる。この

点からもまた．瞬治末嬬に麟遊場へ神搬が設置さ

れはじめたことを謹隣する一事綴ということがで

きよう。

　玉簾の礼を書籍上ではじめて解説したのは，堀

籔捨疎簾著薪緩解麟遵教範譲　（二松堂書唐，簿22

年〉ではなかろうか。堀露は三籔の礼の意駿を，

「神殿に麟するの礼は敬神の思想を麟養するもの
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にして即ち尊王観念を養うな警。離に講ずるの礼

は競に靖するの礼にして孝養観念を養うな警．常

に薩観念を養うは忠孝の心念を養い麗しては誠中

となり或は孝悌となるなむ。撫互は兄弟に蝿する

の礼にして僑義観念を養うものにして簾ち緩義交

友を憲殊す」と遠べ，その重要性を誕いている．

しかし，頭を下げる角度など異郷：的な形態毒こつい

ては，穣古前に一講そろって行う禅繭への礼は「簸

敬茎島，麟への礼は「坐幸し」としてお警，また，防

奨董稽の提刀姿勢での神離への礼は黙視」，鶉手

との糧互の礼も夢黙礼まとしてお撃，のちのよう

に立蒐の頭を下げる魚度のみでそれを区慰するこ

とはしていない。

　これを立礼の頭を下げる角度で区鷲するように

なったのは，大豊珍（欝23〉年7擁5舞，警察官

の礼式が改距離捲れ，天皇や神薦への犠敬礼」

と，上富・上司への「敬礼葺方式が継かく定めら

れたことによ雛，警察と…体的な縫係にあった大

羅本裁徳会においても，これに準じて無道の黒籐

の魏の頭の下げ角度を云々するようになるのであ

る．酸査された「警察礼式3にいう最敬礼とは，

「不嚢ノ姿勢ヲ執婆先ツ天皇二淫馨シ次二体ノ上

蔀ヲ約欝十五度前二頷ケ頭ヲ正シク上体ノ書癖三

保ツ」というものであ静，敬礼とは，「敬スヘキ

人二面シテ甕立シ姿勢ヲ正シ簸二涯§シテ体ノ上

灘ヲ約十五度前二傾ケ頭ヲ鑑シク上体ノ方轟二保

チ行フモノトス」と定められた．その後，昭勲娼

（欝戯〉年に主として牢等学校における礼法教授の

姿料として，また広く国民共選の礼法として繍纂

された「礼法要項潔魁では，最敬礼は・　罫先づ

姿勢を亙し．歪面に注馨し，．と体を徐に譲に鯵｛鍛

ると共に手は§然に下げ，捲尖が膝頭の透に達す

るのを度（約響÷五度）としてとずめ．凡そ一息

の後，籐に元の姿勢に復する3，立鈍の敬礼は．「先

づ姿勢を更し，先方に淫暑し，上捧を徐に羨に頷

ける（約三十度〉と其に，手は轟然に下げ，一重時

その姿勢を保ち，緩徐に元の姿勢に復するま，また

会釈は・　「立ってみるときは，先づ姿勢を更し，

売方に淫験し，上躰を徐に蓉籔こ纈ける（約十五度／

と共に・手は自然に下げてとずめ，後徐に元の姿

勢に復する3というように，三段購の頭の下げ角

度解定められた。これ’によむ，それまで鰯道で鴛

っていた三節の礼も，神前への撫ま45度．麟への

礼は鎗度，櫨互の礼は焉度というように，頭の下

げ角度の形式が確立されていったのである。その

一鰐として，小鱗哲一著夢霧浸学校武道（斜道〉

参考書謹（套騰，簿麟年）には．「直立提刀不動の

姿勢にて先づ先方に駕嬉し濫§して後上体を徐ろ

に前方（約三十度位〉に纐鑓（鍵の縛首は麟げな

いこと〉手は露然に繭に垂れ瞬時其の姿勢を保ち

後元の姿勢に復する。醜潤恭敬の念を以て大体一

陣駿の問に行う。銚れが長上鍾に麟に験する敬礼

で互の率婆ま繭屈度約十五度を度とし最敬礼は雛十

王度を度として前屈する」と逮べられてお警，そ

の定養をみることができよう。

　このように，近代における鰯遵の礼式は，絹絵

末鱗が一つの分鞍点となっていること潜わかろう。

そして，それが神搬の普及とも軌を一一にした神前

への礼式を生み撮し，露家的な耗法とも岡讃しな

がら，麟道の礼式として建養がはかられていった

こともわかろう、つま琴，無道の礼式も神搬の設

置と瞬織．きわめて政治的な意籔からと鯵入れら

れたものであ瞬，青少年の毒化紡蓋のための「懇

懇善導策」の一環として，その形式が漢定されて

いったといっても遺言で嫁ない。

V、結　　び
　以一髪遠べてきたように，たかが蔑式一っをと吟

上げてみても，その形式が確立されてくる過程に

はさまざまな政治的な動きとの妥協がくむ返され

てきたことがよくわかろう．それ，が，江戸時代以

来の伝統を捨て去諺，天蔓擬イデオロギー注入の

道徳的シンボルとしてもちこまれてきたもので，

神前への筏も，国家（天皇）への道徳的忠誠心の

証として強要された礼式であったこともよくわか

ろう。

　それにしても今馨，武道をめぐるブームの現象

が，技そのものに内在する運動特性にその特質を

見鐡そうとするものではなく．侮か鷲の要素に

す蓼かえて．礼儀やしつ壱すにばか穆こだわ鯵，安

易に武道をやれば礼儀死しくなるといった観をい

だか慧ていることに問題かあるのである。その礼

儀やしつ謬のための道徳的シンボノレに「神纈3が

もちこまれようとしてきていることに簡題がある

のである。そしてその場合，神前への礼は宗教的

矯擁心からくるものではなく，武遂の伝統的儀礼

として行うものであるといった説絹がなされよう

としている。それが，決っして江戸時代以来百年

も二酉年も続いている転読的形式でも劔でもない

にもかかわらず，　「伝統3という美名の下に，翫
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甥的思考力を停窪させてしまうことに…抹の不安

と賜題点を感じるのである．上滑警のブームに終

らせないで，真に羅疑の閥紅根づいた疑族文化と

して発展させていくためには，歴斐的な麗展遍程

とその意糠を改めて潤い直す必要があ鯵はしない

であろうか。

　　　　本　　文　　浅

浅重〉その書名は以下のとおむである。藤井是透著

　　業柔道及び撃麟2欝97．帝馨轟斌会縞ぎ帝羅嚢

　　銭会議無毒難船。桜庭戴・佐藤舞霧著～試道鰻

　　論議ig36、飛鞍穂灘著藝就遵・運動・懸験霧語感

　　欝蓬3．今野吉六著罰実灘的銃舞徳教膏議欝欝。

　　着発将之著lr協心流薙73衛青墨9露．選職鼠嘗講

　　習会継ぎ青年学校職纂講習会二於ケル教練体操

　　銃舞鶴参考書｛曜癬蔦年度暴露毅．躰馨太雑著

　　『柔遂の覇究講簿25．興鼠館編ゼ空手砺究叢書諜

　　懲縫．陸奥職種著ぎ縷手拳法護馨33。興蔵館蕪

　　蒙空手独習講書録薫欝35．講遂館文化会繍鐵柔

　　遵講癒，1欝33。総瞬綬三露著…芦柔道講鰹。1雄蕊．

　　帝鑓柔道普及会編ゼ柔遵講座窃等科・付講道館

　　矯磯要覧壌捲3§。葉麟纏蕎鑓・学校柔道読本再

　　欝憩．

涯2／饗簸1洋文著「かみだな・神樗l」（i罫馨学醗大学

　　馨本文乾講究醗紀要論纂4号，円盤～2鴛，欝欝．

浅3／平緯敏治郎著「神灘と仏簸∫（妻隻秣．肇〉第32巻

　　2葺，駐42～7§，薄弱。

澄4）鴛韓聴沸著糠鍛先崇拝．i平楽寺婁漬，鯵57．

　　ほかに，§1申久夫継ぎ羅掩禁絶σ）簗史と践総悉

弘文堂，

晦霧錠，

弦文堂，

濾5）癖経石轟男著「憂鬱の護ま

　　第麹巻，

漉§）柴欝実薯「神経と縫先崇葬の綴題」

　　秘史嚢究，葉1

涯η寒地実著

　　房，登4，

注8）「奥灘大疑密議

　　年2月2縮〉

　　駐鱒．

淺警〉麦窯文雄「神仏分離　（鐵鬼籍薄地編霧近代

　　とグ〉選逓（難本人の宗教膿〉．癖｛交毒斐鐵懸盤圭，　駐

　　7～66．欝73、

淺欝）孝本貫薯「神祇含熱　（襲丸穂薄纏縫1『麟撮

ig8§．華無毒著♂墨先崇拝ぴ〉醗究・1吉

i｛薦5。講中久夫著・穣詫祭総の砺究∫

簿欝なども参考とした．

　　　　　　　　（『定案梅馨麟男集舞

筑摩書欝，1憶3，i鱒9。

　　　　　　　　　　　　　（鞍壷本文

　星野書籍ぎ，　｝乏3～4，産§4塁ひ

　繍重落祭総と浅家続鹸講お茶の水篶

　ig77．

　　　　〔太鼓嘗姦智第重7慧号，鱗治2

　　葺言法令全叢ゴ、第2巻，内難嘗鞍鶏，

欝欝7－i垂

　　書、ゆ駐縫～登2．

注鷺〉裳地斑大著曝露戦後政治蔓の醗究譲葉奈大

　　学灘蔽会，後彎2麟，謄86。なお，赤椴史朗著

　　『透代冠奉の懇懇勤曇と宗教統鱗謹絞倉書霧，

　　ig8§．藤谷後難著ぎ神避難蔀と幾毅・天皇簿峯毒

　　法律文化縫，2藪，謄83も参考とした。

灘2〉搬携哲史纏懲奉送徳教畜艶有繋堂，欝欝．

　　孝本震著「神縫合箆3〔『前掲諜瀦も参考とした。

建舞〉罫神桂鶉会雑誌譜第88号，｝博3～麟，懲鱒、

建錘〉劉帝蟹教育譜第鍵7砦，簿簸、『警察鵜会雑誌羨

　　第欝2号，登簿～75，欝難．

建玉5〉道場とセ・う譲ま，梵語の総論1一購糞ぬの談議

　　で，諸仏威遂の場漸たる善提樹下の金離座をさ

　　す叢’葉である。菩提遊場あるいは菩縫揚ともい

　　う．のち紅，仏道修行の騰辮あるいは仏を祭陰

　　仏の教えを説く勝一…寺・寺醗一一を遊場とい

　　うようになった．透僅においては，寺賂もなく

　　建職の定まらないような寺でも仏縁が安置され

　　ていれば遽揚といった．

　　　この道場という語が寺院の修養道場縁外の意

　　暖紅霧いられた鰻としては，♂書今薯擬集、套（難

　　威季饗，鶯54年成立）の巻第7に，　「法深溝が

　　持仏堂をぱ，楽音寺と号して，管絃の遊場とし

　　ギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》見，遵をたしなみ謬る輩たえず大裏湧癒」＿，

鎌倉縫代にはすでに，讐絃の鷲叢場を遊蕩と縛

んでいたようである．これがさらに転じて，裁

芸の穣吉場を請して遊場というようになったの

1滋、つごろのことであるのか，少なくとも麺鐸

時代宰期以降には，その翼体積を晃い識すこと

ができる．蕉徳2　（蓬7｝2〉葺三；誘春に一重二演され、た

近松講座籍跨の浄瑠璃伊夕霧懸波嘱渡嚢中之巻

に，　「難波の今輯は珍しき妻子崇具し駿冬よ穆，

1二本：町の追孝霧の玄縫構ぞ讐縫菱敷」　と記さをむていた

鯵，鵜殿長快著『露芸議・無籍の説’（欝欝年〉

に，　「予が養父の難て盗める駿海台の宅地はい

とせばくして，道場を建べき衡なし謡と記され

ているものなどは，聡らかに嚢芸の稽古場を現

していることがわかる。

　もともと叢芸を稽叢する場所を意殊する語は，

稽古鵜（淺〉というい勝方の縁うが一般的であ

った．これが稽書影態の変建ととも1こ，次第に

屡内の積書霧へと移っていき，また，饒者の私

塾・家塾のような一一種の修練道場としての私設

稽古場ぶ盛んにつくら齧るようになると，これ

を瞬f遊場」といい表わすようにな鯵，単1こ「遂



中柱疑雄1鼠道場と神霧21 ’
3

翌

　　場∫と呼ぶいい濃わしも生まれてくる、しかし，

　　場代のように，道場といえば柔・鰯道場をさす

　　言葉と解される懸ど一般乾するのは，瞬治末期

　　から大死蟻以降のことである．

漉欝〉帝顕灘試会簾舞一麗秘柔纂教授書龍之巻』、購会，

　　駐72，i鍵3。

漣里7〉有馬纏掌編～糞馬乗道教籔譲福緯書店，付録

　　倉i董3，i鍵遵。

淺至8）須藤幸平著縫・学校柔道教授の実燦藩講道館

　　文匙会，要鷺37～欝8，欝22．

漣i勢譲避疋・蔑糧沢尭鍾薯ぎ最も実諜的な学生柔

　　遵の難三慶文愛書瘡，｝穆董～22，簿26。

濫2麟灘辺は十魏大神藏を名の雛，ぎ女式楽棒舞解譜

　　（金盛堂．欝総年〉．ゼ鼠土遊諭達（率蕎政王難覇，

　　圭毅5年）などの著書もある．しかし，大葺強2年

　　彼の髭によ讐，その後流名も礫かなくなる。

漣2鈴　r韓趨新鑓謹窮治28年給肩藁蕪琶茸潰徳祭委

　　員グ）決議3の中に，　縁痩武徳鍛に神垣を設くる

　　事」という一一項がある．

注22〉ただし，銭徳殿には玉痙のみ，第二遊場（羅

　　秘7年建築）には臨鋳の御婆影奉安醗，神櫨が

　　設鍛されたのは，実に曝勲爵年7月貰奪の移送

　　場が最携である．

漣23〉藪倉定麟館煽ぎ麟籍教授暑．発馨本裁道会，艶

　　2i～22，難蕪。

漉24｝発墨嬉藏著険ll道之葉雌甕童教書麟道会事務

　　醜，至響3．i鱗7．

淫2箏　…罫大豪｛本帝露鋼遵形・驚1註藷大露本試徳会本

　　離，駐玉，i縫7。

濠2§／饗原義麟著険ll道練習基本書誤家蓬籍生新霧

　　桂，　駐i5～i8，　ig2｛）。

浅27〉灘環は，大豊難だけで・一麟道之趣駿毒　ξ中繕

　　大正葬購捨，igi5〉，簿漣之極意薫　（東藁堂叢

　　鰐，i鶴8），垂『禽1遜手ほどき．調馨中震平手彗，玉髄8〉，

　　～馨解舞道教鑓、li（二訟堂書籍，懲22〉を酪蔽し

　　ている．この4羅ともに礼或の項に鍔神殿1こ晦

　　って一礼ゴを聾している．

注28〉晦形幸露躯著華『舞道教鑓虜織舞，駐5§，簿2葺

　　は，高野と観じ見解に立っている．

淫2傷金子逓次菩1～軟膏的麺道議捧欝翼志会，珍22

　　にも，「鋸道麟設儀3の編を設けているが，「鋼

　　道場構造．髭の濠意」の項は，今繕の『舞遊学藷

　　にいたって撫筆されたものである。

漉3獅秀吉の晩年，挑撫域携に建てられた能舞台は，

　　のち鍾‡麟寺に移築され堤に麟宝建造物として

　　録存されている．この能舞台のうちの一棟（入

　　簿膣造の能舞台〉には，藤下に甕が置かれてい

　　る。縫舞台の音響施設に甕を使う善懇をここに

　　箆思すことができる．爵綺楽堂著犠舞台」（野

　　上豊一郎編『縁合新訂叛・能楽全婁萎東蒙麟覚

　　縫，駐i～22，欝7鶴参懸のこと．

注3i〉　『峯岸名誉教授教育功労講念会記念誌ま峯岸

　　名誉教授教育動労記念会，艶39，欝38．

瀧32〉類本警察新鶴露第239弩，懲鴛。

涯33〉究に鐵緩した韻柔道手鱗草藷武徳会誌発売藪，

　　再蔽，懲欝には，神機の記遠はなく，有馬纏甕

　　著『柔遵大意毒と講一の量解であった．

溢縫／講子経雑著ゼ懲編嘉納治薦臨先生と私議嚢鷺，

　　｝≧i6～33，　i§？5。

濃三3§〉　溢三34〉　皇こ酸1じ串

潅36）『柔道選第8巻3募，巻頭，難37。なお，軍

　　鎌と蟹家神道との結びつきははやくから鴛われ，

　　瞬治綴（欝欝）年赤磐－兵大鎌構内に天照大神

　　・歴段皇霊・天神地続を祭った縫揚を設拶，将

　　校鉄下兵士に舞々拝礼させた．これが草鎌内に

　　神を祭った簸窃である（藤谷俊雄著“罫前掲婁一毒

　　艶22？）。　まiた，践i養と饗窪孫の童蟹秘・警察との舞｛び

　　つきは，警察官・溝訪露の幹舞｛i教査磯鶏として

　　醗設された警察講習藪（大豆7年？月8羅難癖｝

　　の生経一講が，羅瀦3　（難28〉年i月2驚墨，緋

　　勢神宮に参拝したのが，警察の緯織・毯体とし

　　ての最窮の集霧参葬である（lr警察観会雑誌護第

　　33i選｝，駐i～欝，ig2呂〉。さら尋こ，聡憩董｛｝（｝935〉

　　年，騰譲首梅が議会で茨皇機縫讃に反撃する鷺

　　の声窮を農むた甕後，警複庁では神殿造鴬の誹

　　醸がもち、鉦がむ，講年4舞3農，その鎮座祭を

　　行って疑る（影欝欝勇第欝8号，懲35〉。

涯37〉睦会の鐵版勃につ塾ては，康芽啓搭著『醸舞

　　柔遂維新史誰誰3了。穏葉太編著垂一塁道昭鞍柔遂

　　維新完遂屡本鼠遺精神の神髄虞鸞鏡．穏葉太藩

　　菩ぎ’柔道維新馨本伝曲弾体裁藷i鱗2などを参照

　　のこと。

淫3鋤寒暖秀一・桜纏戯著『要説柔遵教本藷東京麗

　　祓館，欝38．桜庭戯著ぎ穣本教畜柔道要義薦培

　　騰館，i鍵蓼。

淺3鶴大島｛呆途蒼茸柔道常識解離易き柔道謡神裁館，

　　勤i，欝3§Q

濾鎗／撫石元一著嬢ll道教義義舞友舎，∫騰§，再版，

　　稽3§。

潅蕨〉大野熊雄・大蘇勇次著『新選雛本無道教典議
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　　帝蟹書院，倉纏，難綴．

涯護2〉轟野仏鉦・佐藤郵吉著罫最新麟道教籠丞第i

　　誉，葉叢灘成館，要謝22，ig3§．

注茎嘆3〉　高野置去董三著　蓼新案彗遜譲　野饗信社：，　艶墨5，　再版，

　　懲33．

涯曇〉欝欝左一著験彗這神髄と搬導法話解≦、歓文堂

　　諮癒，亜乏騰～墨22，欝34．中1蓋縛遊・中鐸懸道

　　著領承麟道と藤洋舞鼓，垂審美叢錠．菱縫8～53，

　　響37．なお，緩⑱は谷霞罫繭掲欝．球鷺盛よ軽の

　　ものである。

漣嬉／中毒嬉遊・麟難善道若紫麟揚害毒，至縁9．

溢妬）高島嘉雄・醤灘潔・宮銀致軍茗験ll柔一…体式

　　遂の基礎的指導選瞬治纒書，艶53～5§，鯵43．

淫遵7）植芝守高（のち盛平〉は，蜜本武道に就て1

　　（罫酸選一大難家鼠道宣協会会報一磨第2号，昆

　　淫，鍛32ンの中で，　ゼ各鍵の武徳遊場へ参吟ま

　　して見ますのに，神職の御斎馨してある遊場は

　　甚だ少い．特に学校等では発んど全てが神様を

　　鐸斉して駿なレ、のであ隣裏すまと，遷憾の意を

　　表隣している。また，機著軒武遊場と神機1蟻

　　（鐘麟揚書遼駐蓬7〉の表⑦ゼ簸察浮榊擬設鐵率」〉

　　をみてもそのことぶいえよう．

淫認〉笠詳跡槍著『透量藩校の綜合的醗窪，君…誓購瓢

　　文館，藍穆3～琵8，2麟，緯82．なお，鞍愛紅っ

　　いては，申野江漢薯『殺葵（葉亜暴究講鰹第磁

　　軽捷東墜講究会，鯵35を参察した。

淺49）教育受継纂会編購尋治以降教育翻度発達史．、彗

　　第i巻，教官資麟調査会，茎飛27，欝38。

濾5劔小雛爾志著「学校儀式の墜史」（ぎ生活指導1・〉

　　第i2｛｝号，　P77～S7，　i§68。

淫5葺発始祭（望燵3購，新年宴会（織さ難〉，孝瞬

　　天黛祭（講3§馨），総元籔（2擁i童舞〉，神戴天豊

　　祭／4薄3騨〉，神嘗祭（憩肩算勘，天長節（縫

　　騒3麟、新嘗祭舗器鋤を指定する。

漣52〉饒藤秀夫著罫わが浅小学校における鰻馨大祭

　　騒儀式グ〉藷≠善楚！愚程」　（ぎ教ぞ至芒￥：憂霧究。毒第3｛｝巻3琴・，

　　艶43～52，　i§暮3。

淫53）籠谷次編著響飴教育における学校儀式の成

　　立」（編本塗醗究。き第欝2警，蛋鷺§～磁，讐73．

　　なお，絹絵蟹（懲蟹〉年7霧3疑，文藻省総務

　　馬長通牒によって，　「最敬礼」の律法がヂ最敬

　　義ノ式ハ蜷ヲ駁シ体ノ、髭蔀ヲ麟二繧ケ頭ヲ垂レ

　　手ヲ膝二婁テ敬意ヲ衰スルモノトス．艇女子洋

　　譲養絹ノ簾ハ駁轄ノ織工アラズ」と定められた，

淺騒〉鈴木清三著『柔道宝典舞本麗諜帝蟹講武会，

玉§87一蔓

　　艶3§，6飯，i鱒§。

潅35〉渡蟹）に講じ．

義56〉深聾子之吉著～柔罎教授霧縫之巻雲帝蟹巌虞

　　会，駐薮，謬薦再蔽．欝欝。

漣57）松本芳黛代表繕匿写真馨説柔道百年の魔史壌

　　講談縫，茎縫ε～貨，雄簿．この礼式は，真之神

　　遵流の「真之盤礼秘コとも翼じものである（新

　　聾朝定続ゼ星羅斌1講英名録諜巻之五，青木茂吉

　　警董，　Pi鰹…2』r，i8蓼8〉．

灌58）この合意にもとずく解説書（磯貝一一・永欝秀

　　一一・健藤法賢著欝大馨本威徳会麟定柔徳形解説壽

　　優稀堂書篠，蓬鱒赫には，　「最務（道場の大小

　　紅依撃て差懸隷あれど〉凡そ二題若くは二聡半

　　建の籍離を取蓼，互に直立の上，重複したる後，

　　膝を登に蓉くると懸縛に足首を承立て，請手を

　　畳に突き，互に一礼を為るのである」　（艶7／

　　と書か蕊ている．なお，講道館搭南役御嬢乍次

　　鰯も，大島英豹との共著ぎ柔遂教籔、叢（纏葉堂，

　　鯵鋸〉において，講様の礼式を蠢き記している。

　　また，大舞本武徳会柔道教麟機翼一も，　劉柔遊

　　拳携華薫　（裁徳会誌発売藪，再蔽，董9舞〉にお

　　いて，属巌の礼式を載せている。

淺5§｝穰葉太鶴薯欝皇道紹鞍柔道維新完遂彗癩葉黙

　　道太鄭会承認，駐簿～腿，簿韓．なお，この礼

　　濠は，昭秘露（ig43〉年i鰺5難，五省共鷺こ

　　改維された大羅本義徳会の軒柔道修錬者礼法」

　　としても採耳塞され、ている．

溢§鍔i亙1藤…三著『柔道、嚢嚢無謬濤，昼鷺灘，再醸，

　　欝29．なお，絹絵曇（玉髄葺年ギ小学校修法教

　　授要項」　毒§定められ，　　「座を起つ畢こ垂ま瞬手を膝

　　に置き失づ癖足を黒立てて少しく磨膝を宣て静

　　に還ち上るべし」「坐するには両建を蟻へ左足

　　を少しく瞬き先づ左膝を突き看膝を突くと其

　　に癒膝を蟻へて坐すべし」と．左坐右起の寿法

　　を採離しているにもかかわらず，柔遜嘉で1まほ

　　とんど意識されていないのは轄故か，そσ）理轟

　　はよくわからな墾．

澹6葺羨揚の嘉納治玉臨著劉柔道教本・1二巻．室と舩

　　騨凝流露箸『昭秘の柔道議に記されているが，

　　これ，絃特雛な場合であって，普通は振宣ちの義

　　戎が一一般的であったと患われる．

注鑓／永吉喜島萎罫綜合柔道壌鷺，艶62～騒，懲3§

　　など．

淺63〉　験彗法試合鰹毒窪毒清音よ彗多残更文へ鑓授

　　したもの，年不詳，（浸秘スポーツ文庫藩藏〉．
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渡麟〉魁斎芳年筆罫柵原撃舞会の穰諜には，中央下

　　段に試合麗始の様子が掻かれているが，これを

　　見ても，舞鋸姿勢よ鯵試合を灘始している．

澄65〉隈元実遊著罫蓑道教籔護蕨揚館，董履28，再蔽，

　　i895。

漉6萄「大藝本試徳会飼箱形仕方説醗」（薪鼠徳誌ゆ

　　第正篇4秀，｝洗銘，欝総．

注67〉小麗数数這　’麺道要覧護大祭本武徳会鎌形支

　　離，艶73，ig憩。

注総〉　y試之幾嬰善第i篇2畢，駐73～鰻，簿捻。

淺6鱗　ぎ鼠徳誌遥第2篤7号，Pl鎗～62，翌勢7。

潅7韓　『警察鶉会雑誌垂第解7畢，E65，姫23。ゼ法

　　令全書2遥内鰹宮鞭急登2碁，欝23の「内務省

　　譲令弟i7号ゴも参蒸した。

漉霞〉礼蓬欝窺会著『礼法要項解説善帝蟹難方行政

　　学会，欝蔽，欝償。
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